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Living in the Pacific Islands: A connected society through  “gift” and “exchange”
紺屋あかり Akari, KONYA （京都大学東南アジア研究所 連携助教）
（ア）贈与にみるパラオの地域社会 ミクロネシア諸島パラオ共和国



























































































































































































































































篭漁法 Bubu wadorng/Bubu kepiting
トラップ漁法 Bubu pintur/Dakkang
さで網漁法 Ambau/Anco
刺網漁法 Jaring kepiting
漁法 漁具/（使用する物）
地引網
（Pukat 
pantai)
1%
刺網
(Jaring
klitik)
2%
定置網
(Jaring
insang 
tetap)
3%
さで網
(Serok)
16%
落網
(Sero)
12%
籠罠
(Bubu)
1%カニ用漁
具(Alat 
kepiting)
10%
その他
55%
ノコギリガザミ 真珠養殖
1992年
集荷と輸送には華人のネットワークが大きくかか
わっている
国際市場におけるノコギ
リガザミの需要拡大にと
もなって、生産地での資
源としての価値も高まっ
ていった
ノコギリガザミの漁撈活動は、市場における需要拡大により混
獲からより特化した漁法に変化
 国際市場におけるノコギリガザミの需要
「水産資源」を生み出す基盤となる環境を保全を考えることは、そこに暮らす地域住民の生活と「資源」の関わりを
通じた社会環境を知ることが重要！
海域環境の多様性 生業形態の多様性
豊かな水産資源
ウミガメ エビ養殖
水産資源の多くは原料のまま、
あるいは付加価値の低い状態
で国内外の市場に流通
東南アジアの海域に住む人々にとって、居住
の場であり、交易の場であり、生産の対象
海藻養殖 イセエビ
2008年
 シロチョウガイの真円真珠養殖
日本企業が撤退後、シロチョウガイ・マベガイともに零細規模の
真珠養殖業者が増加
 マベガイの半円真珠養殖
養殖真珠のグローバル化は真珠の価値を変えた
東インドネシア島嶼部の新たな資
源管理と環境保全に関して華人
ネットワークに注目する必要性
6. メモ（コメントや感想を自由にご記入ください）
5. まとめ
島嶼の地域社会とは？
 市場原理とは異なる固有の地域原理で、
富を生み出している！
→ 富の分配と共有システムの構築
 様々な民族・地域・親族集団が形成されている！
→ハイブリッドなネットワークの形成
 太平洋の島々の環境変化に対応は、伝統的知識が生か
されている！
→在来知の活用
「贈与」と「交換」によって
生存基盤を強固にし、
地域独自の方法でグローバル化社会に適応している
太平洋島嶼にみる、新しい国民像！
